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福
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護
の

福
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護
の

魅
力
を
発
信
！

魅
力
を
発
信
！

特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

「ともに生きる」を発信する

●
介
護
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

福
祉
介
護
職
を
目
指
し
養
成
校
に

通
う
3
人
の
学
生
と
阿
部
長
野
県

知
事
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

学
校
で
学
ぶ
こ
と
以
外
に
も
実
習
先
で

利
用
者
さ
ん
や
福
祉
介
護
職
の
先
輩
か
ら

学
ぶ
こ
と
、
実
体
験
で
学
ぶ
姿
に
阿
部
知

事
か
ら
は
「
と
て
も
頼
も
し
く
て
、
謙
虚

な
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
福
祉
介
護

職
は
今
後
も
重
要
な
仕
事
と
し
て
残
る
は

ず
。
や
さ
し
さ
と
希
望
を
伝
え
る
専
門
職

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

進行は、神谷典成さん（社会福祉法人北アルプスの風理事長）。神谷さん自身、長野市社会福祉専門学
校の卒業生で、現在は、社会福祉法人のリーダーとして活躍しています。

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

す
る
こ
と
が
福
祉
現
場
で
働
く
第

1
歩
（
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
雄

谷
良
成
理
事
長
）

笑
顔
は
本
人
も
家
族
も
笑
顔
に

な
る
。
世
代
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
を

（
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
）

利
用
者
さ
ん
や
先
輩
か
ら
学
ぶ

姿
勢
と
寄
り
添
う
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
（
松
本
短

期
大
学
の
小
山
莉
央
さ
ん
）

相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
引
き
出

す
た
め
に
自
分
が
笑
顔
で
い
る

こ
と
を
心
掛
け
た
い
（
佐
久
短

期
大
学
の
畔
上
和
也
さ
ん
）

保
育
学
科
の
実
習
を
通
じ
て

人
と
ど
う
接
し
て
い
い
の
か
学

び
た
い
と
思
い
介
護
の
勉
強
を

し
た
い
と
思
っ
た
（
長
野
県
福

祉
大
学
校
の
茅
野
冬
乃
さ
ん
）

昨
年
の
東
日
本
台
風
災
害
に
よ
る
千
曲

昨
年
の
東
日
本
台
風
災
害
に
よ
る
千
曲

川
流
域
の
被
災
、そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

川
流
域
の
被
災
、そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
断
た
れ
た
人
と

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
断
た
れ
た
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
。少
子
高
齢
化
の
進
展

人
と
の
つ
な
が
り
。少
子
高
齢
化
の
進
展

や
非
正
規
雇
用
の
増
加
と
こ
れ
ら
に
起

や
非
正
規
雇
用
の
増
加
と
こ
れ
ら
に
起

因
す
る
貧
困
な
ど
地
域
の
生
活
課
題
と

因
す
る
貧
困
な
ど
地
域
の
生
活
課
題
と

相
ま
っ
て
、社
会
全
体
が
閉
塞
感
に
苛
ま

相
ま
っ
て
、社
会
全
体
が
閉
塞
感
に
苛
ま

れ
る
い
ま
だ
か
ら
こ
そ「
と
も
に
生
き
る
」

れ
る
い
ま
だ
か
ら
こ
そ「
と
も
に
生
き
る
」

「
と
も
に
創
る
」地
域
共
生
社
会
を
目
指

「
と
も
に
創
る
」地
域
共
生
社
会
を
目
指

し
て
。
し
て
。

県
内
の
福
祉
関
係
団
体
と
と
も
に
歩
む
方

県
内
の
福
祉
関
係
団
体
と
と
も
に
歩
む
方

向
性
を
示
し
た
長
野
県
地
域
福
祉
活
動
計

向
性
を
示
し
た
長
野
県
地
域
福
祉
活
動
計

画「
信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
」を
手
に
、様
々

画「
信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
」を
手
に
、様
々

な
個
性
と
可
能
性
を
持
っ
た
人
々
が
、共
生

な
個
性
と
可
能
性
を
持
っ
た
人
々
が
、共
生

と
ふ
く
し
の
未
来
を
み
ん
な
で
感
じ
る
こ

と
ふ
く
し
の
未
来
を
み
ん
な
で
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
信
州
ふ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

と
の
で
き
る
信
州
ふ
っ
こ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
０
を
開
催
し
ま
し
た
。

ル
２
０
２
０
を
開
催
し
ま
し
た
。

1111
月
３
日
に
開
催
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

月
３
日
に
開
催
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
各
コ
ン
テ
ン
ツ
は

の
各
コ
ン
テ
ン
ツ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

初の！

「介護の日」スペシャルトーク「介護の日」スペシャルトーク 福
祉・介
護
の

福
祉・介
護
の

魅
力
を
発
信
！

魅
力
を
発
信
！

〔併催〕第69回長野県社会福祉大会
令和２年度「介護の日」県民の集い
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「
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」に
は
、高
校
生
、

大
学
生
等
80
チ
ー
ム
、約
３
０
０
人
が
参
加
。

技
術
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
様
々
な
分
野
の
学
び

を
活
か
し
福
祉
の
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
競
い
ま
し
た
。

初
開
催
と
な
っ
た「
ケ
ア
コ
ン
」で
は
、若
手

介
護
職
や
介
護
を
学
ぶ
学
生
が「
そ
の
人
に

あ
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を
提
案
。両
コ
ン

テ
ス
ト
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
審
査
会
を
実
施

し
、こ
の
日
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
や
福
祉
の「
課
題
」

地
域
や
福
祉
の「
課
題
」

解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

▶︎
B's行善寺の速水健二代表（右）より支援する
されるを超えた役割のあるまちづくりを紹介。
「まちの人を施設に呼んで、いかに福祉のエッ
センスを振りかけるかが、ごちゃまぜの地域づく
りのヒントになる」

▲立科町役場企画課の上前知洋さん（左）か
らテレワークの取組を紹介。「テレワークが社
会とつながるきっかけとなって、多様な人と情
報が集まることになった」

第1回長野県介護技術コンテスト 信州共生みらいアイディアコンテスト2020

〔アイディア部門〕
上田千曲高等学校

OHT～おしごとひろめ隊～
「障がいのある人たちの「仕事」

魅力的な「商品」を社会に
広めるための提案」

〔ものづくり部門〕
駒ヶ根工業高等学校

イッサとマブダチ
「リフターProject」

福祉車両の車いすリフターの応用
作品を制作し提案

社会福祉法人ハーモニー福祉会
チームレインボー

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
×
ふ
く
し

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
人
気
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
。

40
名
の
愛
好
者

と
５
名
の
障
が
い

の
あ
る
参
加
者
が

手
加
減
な
し
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

競
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
×
福
祉

長
野
復
興
ち
ゃ
ん
ね
る

昨
年
の
東
日
本
台

風
で
被
災
し
た
長
野

市
長
沼
地
区
か
ら
、

被
災
地
の
「
今
」
の
原

動
力
と
な
っ
た
「
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

の
取
組
を
ふ
り
か
え

り
、
未
来
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信

さ
れ
ま
し
た
。

「
福
祉
の
お
仕
事
」

イ
ン
ス
タ　

㏚
動
画
大
賞

21
の
福
祉
事
業
所

が
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
挑
戦
。
利
用
者

と
の
日
常
や
仕
事
の

魅
力
を
発
信
し
ま
し

た
。
県
民
の
皆
様
か

ら
の「
い
い
ね
！
」で

こ
の
ほ
ど
大
賞
が
決

定
し
ま
し
た
。

配信では解説や実況で対戦を盛り上げてい
ました

住民、NPO、災害ボランティアセンター、ささ
えあいセンターが出演

PR動画大賞に選ばれた「りんどう
保育園」（長野市）の作品

地
域
や
福
祉
の「
課
題
」

地
域
や
福
祉
の「
課
題
」

解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

多
分
野
と
連
携

多
分
野
と
連
携

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」パ
ワ
ー
！

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」パ
ワ
ー
！

長野県社会福祉協議会会長表彰
長野県共同募金会会長表彰
長野県民生委員児童委員協議会連合会会長表彰

スペシャル映像　表彰者の横顔 ▶︎

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
共
生
の
地
域

づ
く
り
」

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
ま
れ
た
新
た
な
可
能

性
と
し
て
注
目
さ
れ
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」

で
、
引
き
こ
も
り
や
子
育
て
世
代
な
ど
の
活

躍
の
場
と
し
て
取
り
組
む
立
科
町
の
実
践

と
、
誰
も
が
役
割
の
あ

る
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
地
域

づ
く
り
を
実
践
す
る
石

川
県
の
B's
行
善
寺
の
取

組
を
通
じ
て
共
生
の
地

域
づ
く
り
の
視
点
を
共

有
し
ま
し
た
。

ケアコン

多
分
野
と
連
携

多
分
野
と
連
携

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」パ
ワ
ー
！

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」パ
ワ
ー
！
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りんごりんご通信通信
令和元年東日本台風災害 復興の取組

地域ささえあい渓
けいげつ

月（佐久穂町）
佐久穂町にある被災地区では、その地にかつてあったお寺の庵の名前を掲

げた、お弁当作りによるささえあい活動に取り組んでいます。
毎月第3火曜日、地域の方が公民館に集まり調理を始めます。手際も良いですが、お話も達者で、手を止めず近況を

話し合います。「コロナでなければ皆で集まって食べて、お茶がしたい」と、皆さ
んはよく話しながら、出来上がった料理をパックに詰め、彩りの良いお弁当が出
来上がっていきます。出来上がったお弁当は、被災されたお宅や台所がまだ使え
ないお宅、そして一人暮らしの高齢者のお宅へ届けられます。月に1度の活動です
が、配達の際には、近況を語り合えるなど、ゆるやかな見守りによるささえあい
活動が定着してきました。

この地区は、もともとご近所同士の「お
裾分け」が盛んに行われていました。さら

に、昨年の台風災害の際には停電や断水の発生、温かいものを食べたいという地
域の声から、地区内外の力を借りて炊き出しを行ったことが、今日の活動のきっ
かけとなっています。

「みんなに会いたくてやっている」と参加者は話します。このことが、継続した
ささえあい活動の原動力になっています。

信
州
ふ
っ
こ
ろ

プ
ラ
ン

ｖｏ
ｌ
．❺  

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

長
野
県
地
域

福
祉
活
動
計
画

進
め
！

育
分
野
で
「
探
求
的
な
学
習
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
も
ふ
ま
え
、
福
祉
・
介
護
の

「
フ
ァ
ン
を
増
や
す
」
た
め
、
多
様
な
分

野
で
学
ぶ
若
者
た
ち
を
対
象
に
コ
ン
テ
ス

ト
等
を
共
同
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
の
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
社
会
福
祉
法
人
等
が
貢
献
し
な

が
ら
、
産
・
学
・
福
の
連
携
を
広
げ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
人
材
確
保
や
そ

の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
は
、

プ
ラ
ン
の
重
点
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
教

「ともに生きる」を発信するⅠ

◉若者たちのアイディアを積極的に採り入れ、福祉・介護の魅力を発信し、
学びとイノベーションを促進します

② 福祉・介護の魅力発信とイノベーションの促進

■ 取組イメージ

信州ふっころフェスティバル共生みらいアイディアコンテスト

幅広い県民の参加

福祉、地域の
解決したい
課題提供

解決の
アイディア、
試作品づくり

福祉の学びのプラットフォームづくり

福祉関係者
福祉当事者

学生、教育
関係者

企業
関係者

福祉
事業所

当事者
団体

学
見

グ
ン
リ
ア
ヒ

究
研
同
共

●長野県社会福祉大会
●「介護の日」県民の集い
●アイディアコンテスト
　審査・表彰等

高校・大学等
生涯学習団体

企業等

「福祉・介護の魅力発信」「学びとイノベーションの促進」

試作品作り
に協力

「クラウド」
活用の促進

賑やかに手際よくお弁当が出来上がっていく

出来上がったお弁当は昔ながらのバスケットへ

地区の方へ振る舞い、近況を聞く

4
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県社協情報局

生活困窮家庭の子どもに対する学習・生活支援事業
すべての子どもが夢を持って生きる力を育めるように！すべての子どもが夢を持って生きる力を育めるように！

県では平成29年度から生活困窮者自立支援の一つである「子どもの学習・生活支援事業」に取り組んでいます。町村
部の事業を所管する県地域福祉課で学習支援推進員として活動されている西澤さんに、これまでの取組内容などについ
てお話を伺いました。

■まずは、事業の内容を教えてください。
「子どもの学習・生活支援事業」は、貧困の連鎖の防止を目的に、今

年度は15市が実施するとともに、県では17町村１郡で一部の事業を町
村社会福祉協議会等に委託しています（表1）。不登校やひきこもり状
態の小中学生から高校生世代の子どもを対象とし、県では訪問支援に
よるフルオーダーメードの学習支援など、地域の皆さんの力を借りなが
ら、子どもたちのサポートに取り組んでいます。

■関わっている子どもや世帯の状況を教えてください。
昨年度、県が支援した53人の子どもの世帯状況（表２）は、ひとり親世

帯が半数を占めていました。両親がいる世帯では経済的な貧困が見えに
くく、親自身が地域から孤立しているなど環境や社会性の貧困が見られ
ていました。世帯には、何かしらの課題（表３）があり、子どもにも生活習
慣や生活リズムの乱れなどの影響が出ています。例えば、登校するため
の持ち物が揃わない、宿題ができていない、朝食を摂れない、弟妹の面
倒を見ているなど、登校の準備ができないばかりか学習をする環境が整
わない状況です。そのため、学校に行きづらくなり不登校になってしまい
ます。そうした子どもは、家庭や学校にも居場所がなく自己肯定感も低く
なっていることから、子どもへのサポートを入り口に保護者とも関係性を
構築しながら世帯丸ごとの支援を行っていきます。

■どのような流れでサポートを行っていますか。
町村社会福祉協議会等は、子どもをサポートする「学習支援協力員」

の発掘、登録、研修などを行うとともに、学校を通して保護者から申し
込みがあると、支援会議を開催しアセスメントをもとにした個別支援計
画を立てます。その内容に沿って、子どもと学習支援協力員のマッチン
グを行いサポート開始となります。

学習支援協力員は、教員経験者や民生委員の他、様々な特技を持ったボランティア等、地域の皆さんに担っていただい
ています。

■実際に支援した取組を教えてください。
ドリルや教科書の学習支援だけでなく、農作業、調理、手芸、図書館や公共交通機関の利用支援など多様な支援を行って

きました。その子の得意や強み、関心のあることを大切にしながら、生きる力を育む体験活動やボランティア活動などにも取り
組んでいます。

■成果と課題、今後の抱負をお願いします
学校や町村内の関係機関と連携体制を整えたことで福祉と教育の連携ができるようになりました。「登校ができるように

なった」、「高校へ進学ができた」等、自立へのサポートができました。その反面、支援につながりにくいケースもあります。「保護
者から理解を得られない」、「子ども自身にやる気がない」、「人と接することができない」等、理由は様 で々す。

コロナ禍では、感染症対策を徹底することで個別支援を継続し、手紙やメール等を通してつながりを持ち続けました。学校
とも緊密に連携し、できることを模索しノウハウの蓄積をしています。

子どもたちは成長過程にあり、発達段階に応じて対応も違います。子どもの「気持ちの波」に合わせて寄り添っていくことが
重要です。今後も子どもを中心に関係機関との連携を深め、地域の様 な々力を得て、子どもたちが夢をもって生きていけるよう
サポートに取り組んでまいります。

〔表２〕
世帯状況（重複あり） 人数
ひとり親世帯 31
両親のいる世帯 18
多子世帯  6
祖父母世帯  3
その他（里親）  1
生活保護世帯  2

〔表３〕
世帯が抱える課題（重複あり） 数
親に障がいや病気がある 17
親の育ちの連鎖 13
生活環境 9
兄姉が弟妹の世話をする 8
家族関係 7
外国籍で文化や言葉の違い 6
地域から孤立 2

〔表１〕
実施町村

長野市 飯山市 御代田町 木曽郡
松本市 茅野市 富士見町 山形村
上田市 佐久市 辰野町 池田町
諏訪市 千曲市 箕輪町 松川村
須坂市 東御市 飯島町 坂城町
伊那市 安曇野市 南箕輪村 山ノ内町

駒ケ根市 高森町 木島平村
中野市 喬木村 飯綱町
大町市 豊丘村 小川村

家や学校に居場所がない子どもの
ために、社会福祉協議会では新た
な居場所を作って対応したり、子育
て支援を行う団体とも
連携しています。

世帯の課題が複雑で、朝食がな
い子どもに「おにぎり」を届けるこ
とから信頼関係を築き、世帯を含
めたサポートにつなげ
　ています。

た
と
え
ば
…

受験を控えた中学３年生に、志望校の見学の付き
添いや面接の練習、参考書の購入に同行。
電車の乗り方を習得するなど高校進学に備
えたサポートをしました。高校進学後も支援
を継続して中退防止につなげています。
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社会福祉法人上田市社会福祉協議会　子ども服リユース事業社会福祉法人上田市社会福祉協議会　子ども服リユース事業
「ふくふくひろば」「ふくふくひろば」

リユース（Reuse）とは、誰かが使用しなくなった物やその一部を、そのまま誰か
が使用すること。つまり、形を変えずに繰り返し使うこと（再利用）です。リユース活動は、最終処分されるゴ
ミや製造過程で必要になる天然資源を減らすこと等の効果があるため、世界中で取り組まれています。し
かし、その効果は環境問題だけにはとどまりません。実は地域福祉の視点からも非常に多くの効果が期待
できます。そこで今回は、今年度から上田市社会福祉協議会（以下、上田市社協）でスタートした“ふくふく
ひろば”を紹介します。

きっかけは一人の市民からの相談
上田市社協では、寄付を必要な人に届ける善意銀行を行っています。その中で「ぜひ子ども服を取り

扱って欲しい」という相談を受けました。何かこの方の思いに応
える方法はないか、上田市内で他にも子ども服を必要としてい
る人がいるのではないか。そんな思いから誕生したのが“ふく
ふくひろば”です。名前の由来はふく（服）とふく（福）がつながる
場。図１にあるルールを守れば誰でも利用できます。「スペース
等の都合で、どこまで市民の皆様の要望に応えられるかわかり
ませんが、誰でも気持ちよく利用できるものにしたいです」と担
当の新関さん。皆さんの意見や感想を積極的に聞くことで、より
市民の方のニーズに、より支援を必要とする人に……。新関さん
のふくふくひろばに対する熱い思いが伝わります。

“もったいない”が、誰かのためにを生み出す
ふくふくひろばは、着られなくなった洋服が人から人へと渡っていく際に、“何かしたい”“誰かのために”と

いう思いも添えられています。「自分の息子が入学式に来たブレザー、捨ててしまうのはもったいない気がし
てどなたかに使っていただければと思い提供しました（アンケートより）」という寄付者の思いは、洋服の動き
とともに感謝の思いを生み出します。その感謝の思いは、“今度は誰かのために”となり、どんどんと連鎖し、
社会を良くしようとする大きなうねり
ができます。また、洋服があれば参加
できるふくふくひろばは、幅広い層の
参加が期待され社会課題を考える
きっかけにもなります。持続可能な社
会を目指すことが命題となっている
現在、一人の相談から生まれたふく
ふくひろば。その可能性に注目です。

社会福祉法人上田市社会福祉協議会　TEL.0268-27-2025お問い合わせ先

●新生児用〜140cmまでの子ども服
　（洗濯済みでシミ、汚れ、毛玉等が無く、他の人に

気持ち良く着ていただけるもの）
●肌着等、直接肌に触れるものは新品未使用品のみ
※1回の持ち込みは20点までです。
※サイズごとに分けてお持ち込みください。

月～金曜日の9時～17時
（土、日、祝日、年末年始は休み）
上田市ふれあい福祉センター2階

（上田市中央3-5-1）

開設時間：

場　　所：

「ふくふくひろば」の常時開設のキックオフイベント、リ
ユース会（無料頒布会）では、約700点の洋服が集まり
ました。

サイズごとに整理されており、探しやすいレイアウ
トになっていますね。

気持ちよく着てもらうために、汚れやシミがないか
確認しています。

子ども服が欲しい方子ども服が欲しい方 子ども服を子ども服を提供いただける提供いただける方方

※1回につき10点までお持ち帰りできます。
※お持ち帰り用にマイバッグ等が必要です。

〔図１〕
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。
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ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

webでも
ご覧になれます

墨書　和紙、墨

作者：たんぽぽ（ペンネーム） ６０代 女性　
安曇野市在住

たんぽぽさんは、精神障害のある人が集う場に、
調子が良ければ顔を出す。ややこしい周囲との関係
に疲れ、ストレスをため込んで心の調子をくずして
しまい、それに伴いあちこちの不調も訴えている。
本来はとても明るく楽しい方なのだが、調子が悪く
ても家事をこなし、子育ても頑張ってきたが、それ
を評価はしてもらえず、さらにあれこれ言われること
に疲れ果ててしまったと言う。『こんなに頑張ってき
たのに、まだがんばれっていわれてもなあ・・・』と深
いため息を吐かれる。そこで書いていただいたのが
この言葉である。

（ながのアートミーティング　取材）

【チーム：トイメーカーズ】子どもたちのスト
レスケアを考えた遊びの提案

【チーム：肉塊】様々な状況を伝えるコー
ルボタン制作に取り組む

長野県社会福祉法人経営者協議会
会長賞受賞作品〔チーム we’llチェア〕

【チーム：we’llチェア】車いすのかけ忘れ
を防ぐアラーム装置を開発する

国立大学法人信州大学教育学部
村松浩幸研究室FabLab長野の皆さん
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